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トラフグ放流魚調査

10月１日からトラフグ漁が解禁されました。このことは10月１日発行の紀北水産普及だよりでもとりあげたところですが、漁獲されるトラフグにはどんなトラフグがいるのでしょうか。
一般的に、漁獲されるトラフグには２種類あります。自然界で生まれたトラフグと自然界へ放流したトラフグです。今回は、この放流したトラフグについて取り上げます。
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トラフグ放流
放流とは、人工的に飼育した稚魚（子どもの魚）を自然界へ放流して、天然の生産力だけでは足りない仔魚を足すことで、資源の安定化と増加を図るためのもので、変動の激しい資源量を安定化させることで、食料の安定供給を目指すものです。
トラフグは、消費者嗜好の高級化に伴い、近年需要が高まっています。放流することで資源を増やし、消費者への供給を円滑にしています。
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放流トラフグ
生まれてから数ヶ月間、人間が世話をしていますが、放流後は自然界で１年以上生活します。人生のほとんどの期間を自然界で過ごすわけですから、自然界で生まれ育ったトラフグと同じになります。
片方が放流トラフグで、もう片方が　自然界で生まれ育ったトラフグです。みなさんは、どこが違うかわかりますか？わかりませんよね。
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放流調査１
三重県では、イラストマーと呼ばれる新標識を用い、放流の調査を行っています。
医療業界でも使用されているシリコンを放流するトラフグに微量注入し、漁獲されたトラフグがいつ・どこで放流されたトラフグか判別できるようにしています。写真のように、胸びれの基部に注射器で注入し、漁獲されたトラフグがどんなトラフグか調べます。
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放流調査２
　水揚げ直後の魚を測定させてもらい、イラストマーの有無を調査します。
　イラストマーを見やすくするため、紫外線ライトとサングラスを併用しており、怪しい「研究者」のような出で立ちですが、市場関係者や仲買人には理解して頂き、調査をしています。
　この調査によって、伊勢湾周辺に住むトラフグの行動が解明されつつあり、より効果的な放流に一歩一歩進んでいます。
